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イベント レポート テンプレート


http://www.microsoft.com/japan/msdn/vstudio/2010/readyday/ 
本テンプレートの使い方

この報告書テンプレートは、2010 年 4 月 13 日 (火) に実施された Visual Studio 2010 リリース記念イベント『Visual Studio 2010 Ready Day』にご参加いただいた皆様に、より効率的にイベント レポートを作成いただくために提供されています。
社内での報告、情報共有、および Visual Studio 2010 の概要を知るためにお役立てください。

同梱物

· イベント レポート テンプレート

イベント レポートのテンプレートです。不要な部分を削りながら、必要な部分をコピペいただくことで、迅速かつ効率的にイベント参加報告書の作成が行えます。
· 関連情報

本イベントの関連情報を紹介する必要があるときにご利用ください。関連製品やその他のキャンペーン情報などが含まれます。

· イベントの基本情報

イベントの詳細な日時や地理情報を参照したいときにご利用ください。
提出日　2010 年　●● 月 ●● 日

氏名
セミナー受講レポート
セミナー名

Visual Studio 2010 Ready Day　(マイクロソフト主催)

日時

2010 年 4 月 13 日 (火)

10 時 00 分から 18 時 10 分まで

場所

東京都港区赤坂 9-7-2
東京ミッドタウンホール （六本木）
関連の情報入手場所
· キーノート資料は後日イベントサイトにて公開予定
http://www.microsoft.com/japan/msdn/vstudio/2010/readyday/ 

· セッション資料は後日 Microsoft Business Connection にて公開予定
http://www.microsoft.com/japan/msbc/
· MSDN Flash および MSBC Newsletter にて、セッション資料公開と同時に告知

（※登録が必要です）

MSDN Flash：http://msdn.microsoft.com/ja-jp/aa570311.aspx
MSBC：http://www.microsoft.com/japan/msbc/
出席したセッション
1. 基調講演『未来はコードで創られていく』 (Matt Carter)

2. 『"4" 時代の次世代 Web 開発』 (井上 章)

3. 『現場力を高める開発インフラ - Team Foundation Server 2010 Quick Start』（長沢 智治）

4. 『Windowsアプリケーション開発「"7" 時代の次世代 Windows 開発」』（荒井 省三）

5. 『Visual Studio 2010 で革新するアプリケーションテスト』（田中 達彦）

6. 『Silverlight 4 データ駆動アプリケーション開発概要』（小高 太郎）

7. 『Office アプリケーション開発の進化 - SharePoint Server 2010/Office 2010 開発』（松崎 剛）

8. 『今のスキル＋α でクラウドアプリを開発できる WindowsAzure 使いこなし解説』（砂金 信一郎）

9. 『Visual Studio 2010 & .NET 4 時代の並列プログラミング』（川西 裕幸）
セミナーの内容
基調講演『未来はコードで創られていく』 (Matt Carter)

内容

· Matt Carter、本社でのプロダクト担当
· Visual Studio 2010 英語版を本日 MSDN Subscription 会員に先行公開。日本語版は MSDN Subscription 会員への先行提供を 4 月 20 日 (火) を予定。Express Edition は 4 月 27 日から。5 月 1 日からボリューム ライセンスでの提供開始。パッケージ ソフトウェアは日本では 6 月 18 日 (金) から店頭発売を開始。
· パッケージ ソフトウェアの店頭発売時には Standard Edition ユーザー向けの「乗換優待パッケージ」を提供。
· さらに店頭で販売されている Visual Studio 2010 Professional Edition を購入すると「MSDN Essentials Subscription」がついてきており、MSDN Subscription のサービスの一部（最新 OS の提供など）を受けることが可能。Visual Studio 2010 だけではなく、開発に必要な OS などが手に入る。

· Visual Studio 2010 の新機能の紹介

· 生産性をさらに向上させる機能：マルチモニターへの対応、jQuery のサポート、マルチターゲットによる複数の .NET Framework のバージョンのサポート
· 最新環境への対応：マルチタッチの活用、リボンを使った UI 開発、ジャンプリストによるナビゲーション

· SharePoint 2010 開発：SPLINQ によるデータアクセス、クライアント環境でのデバッグ実行、Visual Web Parts による部品開発

· Windows Phone：Silverlight と XNA を搭載、エミュレーターを使った UI 開発

· Windows Azure：使い慣れた .NET Framework によるクラウド開発、SQL Azure によるリレーショナル データの利用

· Silverlight 4、今週提供開始
· コードの共有：クライアント OS での Team Foundation Server の実行、継続的インテグレーションによる安全な共有

· Visual Studio Team Explorer Everywhere 2010 の発表：Eclipse と Team Foundation Server の連携を実現し、Java などの開発言語での開発においても Team Foundation Server を利用できるように
· 優れたチームワーク：ソースコードからシーケンス図を自動生成、レイヤー図によるアーキテクチャ準拠の検証、状況を把握する豊富なレポート機能、作業状況を収集する作業項目管理、開発ポータルによる情報共有

· テスト：新製品 Visual Studio Test Professional 2010 に含まれる Microsoft Test Manager 2010 によるテストの管理、アプリケーションの UI テストの自動化、再現負荷を減らすテスト証跡

· 日本の開発現場の課題：アプリケーションの品質、パフォーマンス。品質を高めるための Visual Studio 2010 によるアプリケーション ライフサイクル管理

· 開発者支援施策として、コードレシピによるサンプルコードの提供、勉強会キット、MSDN オンラインのナビゲーションの改善、日本語技術情報の拡充。トレーニングの提供などを行う
参考 URL

· Visual Studio 2010

· http://www.microsoft.com/japan/msdn/vstudio/ 
· MSDN オンライン

· http://msdn.microsoft.com/ja-jp/ 

· コードレシピ
· http://msdn.microsoft.com/ja-jp/samplecode.recipe.aspx 
· 勉強会キット

· http://www.microsoft.com/japan/powerpro/study/ 
· MSDN Flash ニュース レター
· http://go.microsoft.com/?linkid=9649519 
『"4" 時代の次世代 Web 開発』 (井上 章)

内容
· Visual Studio の Web 開発では、JavaScript や CSS の入力支援や Microsoft Expression Web との連携が可能
· クライアント サイドのロジックの記述として、JavaScript、jQuery
· サーバー サイドのロジックは C#、Visual Basic
· ASP.NET 認証機能の利用が可能
· 配置と展開では、ワンクリック発行や Web 配置パッケージ、Web セットアップ プロジェクトのほか Windows Azure などのクラウドへの展開も可能
· Web フォーム、ASP.NET AJAX、ASP.NET MVC、Dynamic Data などの様々な .NET テクノロジーを活用した Web 開発が可能
· Web 標準に対応し、HTML 4.01/XHTML 1.0、CSS 1.0/2.0/2.1 等のスキーマに沿った検証や WCAG*/Access Board 508*アクセシビリティ検証が可能
· デバッグ支援機能やインテリセンスによる入力支援も利用可能
· Web フォームでの HTML/CSS 互換性の強化：XHTML 1.0 Strict、ClientIDMode プロパティ、ViewStateMode プロパティ、RenderOuterTable プロパティ
· ASP.NET MVC 2 で MVC パターンを使った HTML ベースのUI開発が容易。UI と処理ロジックが疎結合、単体テストがより容易、URL ルーティングが可能などのメリットがある
· Web フォームと MVC の使い分けは適材適所。プロジェクトの要求や開発手法、エンジニアのスキルを考えて選択することが重要。
· サーバーサイド AJAX には、ASP.NET AJAX と ASP.NET AJAX Control Toolkit。クライアントサイド AJAX には、jQuery や jQuery UI。
· jQuery は ASP.NET プロジェクトで標準採用。IntelliSense による入力支援やコードスニペットの配布も行い、より Visual Studio との親和性が増している。
· CDN の活用：ajax.microsoft.com ドメインで主要 JS ファイルをホストすることで、Microsoft AJAX Library や jQuery の利用を容易にし、最小限のネットワーク ホップ数で効率的にロードできるように（無償）

· Visual Studio 2010 の配置に関する新機能で、Debug, Release などのビルド設定ごとに変換ルールを config に定義可能。さらにアプリケーションの圧縮ファイルの作成や、ワンクリック発行を使うことで IIS への配置が簡単にできるように。
· WebsiteSpark は Visual Studio 2008 Professional Edition や Expression Studio 3 など Web 開発に必要なマイクロソフトの製品を 3 年間無償で利用可能（ただし参加条件あり：Web に掲載）
· Web Platform Installer (無償) を使えば、コンポーネントやアプリケーションを一括管理することができる
· デモで使用した ASP.NET MVC サンプルアプリケーションのソースコードをダウンロード可能 (http://edtter.codeplex.com/)
参考 URL

· WebsiteSpark

· http://www.microsoft.com/web/websitespark/ 
· Web Platform Installer

· http://www.microsoft.com/web/downloads/platform.aspx　
· MSDN ASP.NET デベロッパー センター

· http://msdn.microsoft.com/ja-jp/asp.net/default.aspx 
· The Official Microsoft ASP.NET Site

· http://www.asp.net/ 
· CodePlex : ASP.NET

· http://aspnet.codeplex.com/ 
· Microsoft Web Platform

· http://www.microsoft.com/web/ 
· jQuery

· http://jquery.com/ 
· jQuery コードスニペット

· http://jquerysnippets.codeplex.com/ 
· Microsoft Web 開発ガイドライン

· http://msdn.microsoft.com/ja-jp/asp.net/ff602016.aspx 
· .NET Framework 4 技術資料一覧

· http://msdn.microsoft.com/ja-jp/netframework/ee959223.aspx 
『現場力を高める開発インフラ - Team Foundation Server 2010 Quick Start』（長沢 智治）

内容

· 現場力を高めるにはチームで対応することと、アジリティと透明性が重要。そのために、最適なツールとインフラを用意する必要がある

· Visual Studio 開発部門での成果。負債を 10 分の 1 に削減したほか、2倍のスケジュール改善が行われた。

· 国内での成果として MSN Japan の成果。コードレビューの効率化とリリースビルドの効率化など。リリースビルドの効率化では 85% の時間を削減

· Team Foundation Server を基盤とした開発により、Visual Studio はもちろんのこと、Eclipse からのアクセスや Web からのアクセス、Office 製品による使い慣れたツールの活用も可能

· Team Foundation Server で、ソース管理からビルド、レイヤー検証、デプロイ、テスト実施、バグとタスクの管理など、ソフトウェア資産の一元管理とライフサイクル全般にわたる駆動力を提供

· Visual Studio Team Foundation Server 2010 の主な強化機能と新機能は、バージョン管理、ビルド自動化、テストケース管理、アジャイル計画ツール、クライアント OS へのサーバー機能インストール、ゲート チェックイン、ブランチの可視化、レポート、チームポータル、Team Explorer の拡張、など

· セッションの内容「TFS はより標準へ」「コードの共同所有」「実測駆動な計画と進捗」の3つのテーマ

· Team Foundation Server 2010 は導入が容易。Visual Studio 2010 with MSDN についてくる（サーバーライセンスと 1 CAL）だけでなく、単体パッケージも提供など

· 構成ウィザードで従来よりも簡単にセットアップ。「基本構成」でクライアント OS にもインストール可能。管理コンソールによる容易な初期設定と状況確認も可能。

· Visual Studio Team Explorer Everywhere により Eclipse からの Team Foundation Server へのアクセスが可能。Mac や UNIX などの環境でも Team Foundation Server を利用できるように。

· Team Foundation Server はソース管理、作業項目管理、ビルド管理で開発のライフサイクル全般をカバー

· 作業項目の階層構造を実現。さらに作業項目のリッチな表現も。

· ソース管理はバージョン管理、ブランチ/マージ、作業項目との関連付けなど。ブランチの状況をグラフィカルに表示するだけでなく、ドラッグ＆ドロップによるマージにも対応。

· テストケースは、手動テスト、自動テストに対応

· Team Foundation Server では別途ツールなど準備することなく、継続的インテグレーションにより問題の早期発見と即対応が可能。手戻りコストを最小限にできる。Team Foundation Server 2010 からは、ゲートチェックインにより、より効率的な継続的インテグレーションを実現

· Microsoft Solutions Framework v5.0 を Team Foundation Server のプロセス テンプレートとして標準提供。MSF for Agile でスクラムベースのテンプレートを提供

· レポート機能で様々な経路 (Web, Visual Studio, Team Explorer など) で進捗管理が可能

· Excel との連携で、データの収集、更新と表計算、グラフ化をフルに活用できる

· 2010 年 6 月 24 日 (木) に Agile Day 3 を開催。無償。
参考 URL

· マイクロソフトのアジャイル開発支援
· http://www.microsoft.com/japan/powerpro/developer/agile/　
· 長沢智治のライフサイクルブログ

· http://blogs.msdn.com/tomohn　
· Brian Harry

· http://blogs.msdn.com/bharry 
· Team Foundation Server Team Blog

· http://blogs.msdn.com/team_foundation　
『Windowsアプリケーション開発「"7" 時代の次世代 Windows 開発」』（荒井 省三）

内容

· 今日のセッションでは Windows アプリケーション開発と Windows 7 アプリケーション開発の 2 つの話をする

· Windows アプリケーション開発の概要。現在のユーザー インターフェイスのテクノロジーでは、Windows Form、Windows Presentation Foundation (WPF)、ASP.NET/Silverlight から選択されることが多い
· .NET Framework 4 では、Windows Form の開発を従来通り提供するほか、.NET Framework 4 の Windows Form ではチャート機能を標準サポート。25種類のチャートから選択が可能。
· WPF には、メディアやグラフィックス サポートによる高度な表現力とパフォーマンスの向上がある。Windows Forms と同様の開発スタイルで活用可能。
· WPF では豊富かつ自由度のあるコントロールを提供。カスタマイズも容易。.NET Framework 4 では新しいコントロールも提供

· WPF のデータグリッドも機能強化。カラムの自動生成や行ヘッダー、列ヘッダーなどの各種機能を搭載
· サードパーティー製の WPF コンポーネントも充実しており、今すぐに利用を始めることができる。

· Visual Studio 2010 からはアニメーション以外の WPF 開発に Expression Blend が不要になり、より開発しやすい環境が整った。

· データアクセス技術では ADO.NET ファミリーのうち ADO.NET Entity Framework を特に機能強化。
· Entity Data Model では XML で概念モデルを定義。ObjectContext 経由の容易なデータアクセスを実現。Entity SQL、LINQ to Entities などの新たなクエリ言語の採用も。
· Entity Framework をデータソースへ追加し、データバインドの機能強化も実現。WPF では Entity Framework のドラッグ&ドロップをサポート。

· 配布方法としては、XCopy 配布のほか、ClickOnce などを提供。今回から Visual Studio インストーラー プロジェクトを提供。また、XBAP では完全信頼モードを追加。これはSilverlight 4 のブラウザ外アプリケーションと同じ。

· ClickOnce は .NET Framework 2.0 から提供されており、3.5 および 3.5 SP1 で機能強化が行われた。たとえば配布場所の制限の緩和やマニフェスト生成ツールと編集ツールの提供。署名なしでの配布サポートやバックグラウンド アップデートのサポートなど。

· また、クライアント プロファイルによる、ランタイムサイズの削減も図られている。

· .NET Framework 4 の機能強化：プラグイン アプリケーション (機能を後から追加したり、削除可能なアプリケーション)、Managed Extensibility Framework によるアプリケーションに拡張性を追加する仕組み、C# でも遅延バインディングのサポート、動的言語ランタイムのサポートなど。
· Windows 7 の新機能：タスクバーの進行状況バーやオーバーレイアイコン、ジャンプリストなど。WPF による実装も短いコードで実現可能。（実装用のコードサンプルがスライドにあり）
· マルチタッチ：WPF でのタッチ、ジェスチャーの実装

· センサー＆ロケーション：.NET Framework 4 による実装が可能
参考 URL

· 荒井省三の Blog

· http://blogs.msdn.com/shozoa/ 
· WPF Toolkit (チャートなど)

· http://wpf.codeplex.com/ 
· リボン コントロール ライブラリ

· http://msdn.microsoft.com/ja-jp/office/aa973809.aspx　 
· リボン コントロール スイート

· http://fluent.codeplex.com/ 
· Silverlight Toolkit (チャートなど)

· http://silverlight.codeplex.com/ 
· Windows API Code Pack (Windows Vista / 7 機能)

· http://code.msdn.microsoft.com/WindowsAPICodePack 
『Visual Studio 2010 で革新するアプリケーションテスト』（田中 達彦）

内容

· ソフトウェア品質を確保するには開発ライフサイクルを通じた品質管理が重要

· アプリケーションによるパフォーマンス低下は「アプリケーションからのシステム負荷が多い」「アプリケーション稼働時にパフォーマンス低下」「ボトルネックを特定し、その個所を直す」という流れで解決していく

· チューニングを図るにあたって必要なのは「問題点の査定と数値化」「パフォーマンス計測」「ボトルネックの特定」など。それぞれについて、Visual Studio 2010 ではパフォーマンスチューニングをする各種機能を提供
· テストを実行するタイミングは開発後と開発前・中。開発後にテストを実行すると、再設計などコスト上昇に繋がる可能性がある。
· テストを意識した開発では、要求に合わせた目標値を設定する。応答時間、スループット、リソース利用、ワークロードなど。開発の工程で各種テストを実行し、目標値に達成するかを確認する。

· 開発時にできることは、「手戻りを発生させないこと」「手戻りを早期に発見すること」「機能・性能テストを行うこと」「管理の徹底を行うこと」

· 手戻りの発生対策として、静的分析によるコードレビューや単体テスト自動化、コードカバレッジによる網羅性の確認、性能確認のためのプロファイリングなど

· 手戻りの早期発見には、自動テストのタイマー起動や毎日の品質と進捗の確認

· 機能・性能テストには、テスト用のデータ生成やWebテストによる確認、結果を確認するデータ比較や負荷への体制を確認するロードテストなど

· 管理の徹底には、合否によるテスト管理やバグの発生と修正の状況、変更要求とタスクの関連付けなど

· Visual Studio 2010 はこれらすべてを各種機能でカバー

· IntelliTrace™ では、イベント発生時の変数の状態や呼び出し履歴など、デバッグ時の情報を記録し、遡って参照することができる
· UI テストは UI 操作をコード化して実行できる

· テスト影響度分析では、ソースコードを修正した際にどのテストがその修正に影響があるかを一覧し、その該当テストのみを実施することができる。この結果、効率的なテストの実施が可能
· Visual Studio 2010 のテスト範囲は広範にわたり、お客様の声を反映している
· 新製品 Visual Studio Test Professional 2010 により、テストをより効率化できる
· Test Runner はテスト時のシステムデータなどの収集も同時に行える。
· Visual Studio Team Lab Management では、テスト用の仮想環境を構築し、テスト環境の再構築や切り替えを即座に行える。さらに問題が発生した実際のテスト環境とバグ票を紐づけることができる。さらにテスト用のハードウェアも活用できるメリットもある。
参考 URL

· Visual Studio ホームページ

· http://www.microsoft.com/japan/msdn/vstudio/
· Visual Studio Test Professional 2010

· http://www.microsoft.com/japan/visualstudio/products/2010-editions/test-professional 
『Silverlight 4 データ駆動アプリケーション開発概要』（小高 太郎）

内容

· このセッションでは Silverlight 4 を用いての、データ処理を伴ったアプリケーション開発と、それに伴う選択肢と新機能の紹介を行う。コンセプトは“普通”に開発いただける基盤としての Silverlight

· Silverlight の歴史。2006 年に WPF/E 、2007 年 9 月に Silverlight 1。2008 年 10 月に Silverlight 2、2009 年 7 月に Silverlight 3
· Silverlight 4 の目指したものは「よりリッチなエクスペリエンスの実現」「ブラウザを超えた新たな形態」「開発者のニーズに応えられる環境」
· 特に業務アプリケーションに必要なドラッグ＆ドロップ対応、右クリックメニュー、データバインディング拡張などが追加され、業務アプリケーション開発がとてもしやすくなっている
· Visual Studio 2010 ではデザイナーをサポート。デザイン画面からドラッグ＆ドロップによるデータバインドなども可能。Expression Blend のスタイルリソースにも対応し、XAML、C#、VB エディタで IntelliSense を完全サポート

· Silverlight の特徴はクライアント上のブラウザで動作し、サーバーとの間にはインターネットが介在すること。このときデータベースの直接接続は NG になる。このため、Silverlight は WCF (ASMX)、WCF Data Services を通じてデータの操作を行うことが多い。サービスはすべて非同期処理になる。
· 使い分けとしては、CRUD 処理は WCF Data Services、OLTP 処理は WCF、ASMX と場合に応じて使い分けなど。
· WCF Data Services とは「データ（リソース）をRESTベース（OData 形式）のサービスとして公開を可能にする技術」であり、データ操作の柔軟性と、多くのクライアントから使用可能という特徴を持つ。さらに Visual Studio IDE にもサポートされており、LINQ の活用も可能。
· OData も登場、データ共有用の RESTful プロトコル。AtomPub の拡張セット。今後多くの製品で適用予定。
· データバインドではエラー検証やバインディングプロパティが追加。バインド可能な要素として、System.Windows.FrameworkElement や DependencyObject オブジェクトなど。エラー検証には IDataErrorInfo によるプロパティレベルでの妥当性検査のエラー通知やINotifyDataErrorInfo によるエンティティレベルでの妥当性検査のエラー通知。
· 一歩進んだ Silverlight ソリューションとして、Model-View-ViewModel パターン。 Silverlight の疎結合ソリューションを実装 

· Silverlight でより「ふつう」の開発：リッチテキスト RichTextArea クラス、印刷　PrintDocument、クリップボードの利用 Clipboard、IME の制御、ComboBoxとListBoxでの SelectedValue や SelectedValuePath の実装、右クリックメニューなど（それぞれサンプルコードあり）
· WCF RIA Services で RAD アプリケーション開発基盤を提供。非同期、データ処理のカプセル化など。WCF RIA Services で多数のプレゼンテーション層テクノロジーと多数のデータソースの選択肢をサポートするのが狙い。
· Silverlight は “Ready for Business”
参考 URL

· Silverlight 4 Training Kit

· http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyID=24cea29e-042e-41c9-aa16-684a0ca5f5db&DisplayLang=en 
· MSDN Silverlight デベロッパーセンター

· http://msdn.microsoft.com/ja-jp/silverlight/default.aspx　
· MSDN Silverlight フォーラム

· http://social.msdn.microsoft.com/Forums/ja-JP/category/silverlight　
· オフィシャル Silverlight コミュニティサイト

· http://silverlight.net　
· WCF RIA Services サンプル Demo

· http://www.silverlight.net/community/samples/wcf-ria-services/　 　
· Blogs

· David Poll http://www.davidpoll.com/　
· Brad Abrams http://blogs.msdn.com/brada/　 

· Nikhil Kothari http://www.nikhilk.net/　 

· 講師のBlog http://blogs.msdn.com/tarok/　
『Office アプリケーション開発の進化 - SharePoint Server 2010/Office 2010 開発』（松崎 剛）

内容

· 本セッションでお伝えすることは「Visual Studio 2010 による SharePoint 開発」と「Visual Studio 2010 による Office 開発の進化」。特に SharePoint については、構築スタイルとデータアクセス開発、柔軟な配置と展開、サンドボックスソリューションによる SharePoint Online への架け橋についての解説を行う。

· SharePoint が解決する領域は「ポータルとファイル管理」「ポリシーに基づくコンテンツ管理とコンプライアンス」「Web コンテンツ管理 (WCM)」「簡易機能構築 / コラボレーション」「エンタープライズ検索」「活動の連携 / コミュニティ」

· 圧倒的に広範なシナリオをサポートする SharePoint 2010 で強化された機能 (サイト、コミュニティ、コンテンツ、サーチ、インサイト、コンポジットの 6 つのドメイン)：

· サイト：リボンUI、AJAX、Silverlight を前提としたUI、X-Browser、WCAG 標準準拠、SharePoint Workspace、SharePoint Mobile、Office Web App 統合

· コミュニティ：タグクラウド、Rating、ソーシャルブックマーク、進化したブログ、Wiki、アクティビティのフィード、プロファイル、スキル、組織ブラウザ
· コンテンツ：スケーラビリティの向上とリストの拡張、オーディオ/ビデオコンテンツタイプ、タクソノミーのサポート、コンテンツオーガナイザー、ドキュメントセットのサポート、Multi-stage Disposition、Remote Blob  Storage (RBS)、MUI (多言語UI対応)

· サーチ：FAST 統合、Ranking、Tag による Relevance、音声検索

· インサイト：PerformancePoint Services、グラフ Web パーツの提供、Visio Services、Access Services、PowerPivot、Web 解析、監視のサポート

· コンポジット：Business Connectivity Services、より広範な InfoPath フォーム支援
サイトワークフロー、Visio ワークフローの対応、SharePoint Designer 2010

· データアクセス手法の全体は、クライアントサイドとデータベースプラットフォーム、サーバーサイドにわけられる。クライアントサイドでは REST と クライアント オブジェクトモデルを 2010 の新機能として提供。クライアント オブジェクト モデルは主に Silverlight 開発、JavaScript を想定している弱い片付けのリスト。サーバーサイドでは LINQ を 2010 の新機能として追加。
· SharePoint 2010 プロジェクトで開発可能なフィーチャー/アイテムは、Web パーツ、ワークフロー、ビジネスデータ接続などかなり多数の選択肢がある

· Web ソリューションパッケージ (.wsp) はフィーチャーの構成要素をまとめたキャビネット形式のパッケージフォーマット。管理コマンドで一括インストール可能
· サンドボックス配置では、一定の条件下で、ユーザー部門によるカスタムコードの展開が可能（制限はいくつかあり：スライドにて公開）。さらにSharePoint Online 2010 (クラウド環境)へのコード配置が可能なので、活用シナリオが圧倒的に広がる。
· Visual Studio 2010 & Office 開発では、Office 2010 による VSTO ランタイムの提供や配置後のカスタムアクションなどの機能が追加。言語環境の進化と記述容易性 (optional / named parameters, dynamic など)にも注目。

· ClickOnce に対応することで、配置と展開がより楽に。情報システム基盤、統合開発基盤としての VSTO に進歩している。
参考 URL

· 松崎 剛 Blog
· http://blogs.msdn.com/tsmatsuz/
· Microsoft SharePoint

· http://www.microsoft.com/japan/sharepoint
· Microsoft Office 製品群「2010 シリーズ」最新情報」ニュースレター

· http://www.microsoft.com/businessproductivity/ja/jp/nl/default.aspx 

· コード レシピ
· http://msdn.microsoft.com/ja-jp/samplecode.recipe.aspx
『今のスキル＋α でクラウドアプリを開発できる Windows Azure 使いこなし解説』（砂金 信一郎）

内容

· 本日お伝えしたいことを「新規にクラウドアプリの開発」と「既存のアプリを Azure に移行」の２つに分けて解説。なぜ Windows Azure か、なぜ Visual Studio か、といった点や開発とその注意点などについて、デモを交えて解説する
· クラウドプラットフォームとしての Windows Azure Platform は管理作業から解放し、さらにスケーラビリティ、オンプレミス連携なども可能。Windows Azure Platform には Windows Azure、SQL Azure、Windows Azure platform AppFabric が含まれる
· Windows Azure では、Fabric Controller が自動管理。開発者はロールとストレージだけを意識すればよい。
· Visual Studio 経験者であれば .NET 開発者はそのまま Azure へ。既存のスキルや資産、フレームワークを利用できる可能性が高い。
· ローカルの開発ファブリックでクラウド環境をクライアント側に再現。ローカルでのビルド・実行時に自動的に起動し、ログの確認ができる

· オンプレミスとクラウドの監視方法の違い（静的⇔動的、ローカルアクセス可能⇔ローカルアクセス不可など）

· 診断データはインスタンスのローカル ストレージで保存。診断 API により、オンデマンドもしくは定周期に取得。取得されたデータは、Windows Azure ストレージへ。取得可能な診断データは、トレースログ、パフォーマンスカウンター、イベントログなど。

· Web ロールに実装するのはWeb サイトや Web アプリケーション、WCF サービス。
· Worker ロールに実装するのは非同期にしたい処理、他の Web サービスとの連携、バッチ処理など
· アーキテクチャは Code Far 型 (Client/Cloud)と Code Near 型などがある
· データは Table、Blob、Queue、Drive、SQL Azure などの選択肢を提供

· ただし SQL Azure 移行への注意事項もあり（日付データはすべて UTC、日本語の取り扱いは明示的な Japanese_CI_AS など日本語の指定が必要）

· パブリッククラウドに持ちだせないものは持ちださない。そのときにはオンプレミスとクラウドのハイブリッドでシームレスに連携するシステムを構築する。

· ファイアウォールや NAT を超えるクラウド上のサービスバスを介したメッセージ ルーティング
· オンプレミスに残すデータとは Sync Framework で同期

· クラウドスケールを活かした新規アプリケーション開発のデモでは、シグマコンサルティングの橋本氏が脳波センサーから取得したデータを Azure ストレージに格納するアプリケーションの仕組みを解説

· 既存アプリの移行デモでは、SQL Azure を活用してクラウド化した業務アプリと移行手順を紹介

· いざというときにオンプレミスに戻せるのも SQL Azure の魅力。デバッグもしやすい。
· 作ったアプリケーションは PinPoint で世界に販売（日本は今秋開始予定）
参考 URL

· Windows Azure Platform 総合サイト（概要、FAQ他）
· http://www.microsoft.com/japan/windowsazure/　
· MOCP (Microsoft Online Customer Portal) オンラインサービス購入ポータル（申し込み）
· http://mocp.microsoftonline.com/　
· 開発ポータル（デプロイ、管理）
· http://windows.azure.com/　
· MSDN開発支援（フォーラム、ホワイトペーパー）
· http://msdn.microsoft.com/ja-jp/azure/
· サポート（ライブサイト、開発、購入）
· http://www.microsoft.com/japan/windowsazure/support/　
· Azure の鼓動
· http://blogs.itmedia.co.jp/isago/
· 講演者の Twitter

· 砂金：http://twitter.com/shin135/ 

· 橋本氏：http://twitter.com/k1hash/ 
『Visual Studio 2010 & .NET 4 時代の並列プログラミング』（川西 裕幸）

内容

· ムーアの法則のメニーコアシフト
· アムダールの法則（どんなに多数のプロセッサーがあっても、直列部分の合計より速くはならない）

· 並列と同時実行（並列：単一の処理を同時実行させる。同時実行：複数の処理を同時に実行する）

· 同時実行 (Concurrency) は独立な要求で、現在のほとんどのサーバーアプリ。複数ノードのオーナーシップを仲裁。スレッドの独立性をシミュレーション。

· 並列 (Parallelism) は1つのタスクを可能な並列実行に分解。タスクのスケジュール化。

· Visual Studio 2010 と .NET 4 では、並列ライブラリーや同時実行可能なデータ構造、同時実行ランタイムや効率的な並列プログラミングを行うデバッガーやプロファイラーを提供

· 並列プログラミングの開発・実行環境として、Visual Studio 2010 および .NET 4 が出てきた

· まずは並列化に関する話

· 並列ライブラリは C++ だと並列パターン ライブラリとエージェント ライブラリ。Managed だとタスク並列ライブラリと PLINQ

· 並列パターン ライブラリにはタスク並列 (task_handle, task_group) とデータ並列 (parallel_for, parallel_for_each, parallel_invoke)

· タスク並列ライブラリには、System.Threading.Tasks に Task, Task<T>, TaskFactory, TaskScheduler, Parallel など

· 次に同時実行に関する話

· カーネルモード スケジューラーでプリエンプティブなマルチタスクを実現。スレッドをプロセッサーにある時間間隔で割り当てる。この場合、重いし時間がかかる。これを並列化とスケジューリングで解決。
· PLINQ (Parallel LINQ-to-Objects) は宣言型データの並列化。LINQ を複数コアに拡張可能になるだけでなく、すべての .NET 標準クエリー操作をサポート。

· 強調型データ構造は System.Collections.Concurrent。スレッドセーフコレクション (ConcurrentBag<T>, ConcurrentStack<T>, ConcurrentQueue<T>, ConcurrentDictionary<TKey, TValue>)、プロデューサー & コンシューマー (BlockingCollection<T>, IProducerConsumerCollection<T>)、分割 (Partitioner, Partitioner<T>, OrderablePartitioner<T>) など

· Win32 の同時実行コンテナとして Concurrent_Queue, Concurrent_Vector など

参考 URL

· 川西 裕幸のブログ
· http://blogs.msdn.com/hiroyuk/
· コード レシピ

· http://msdn.microsoft.com/ja-jp/samplecode.recipe.aspx
イベント関連情報

· Visual Studio 2010 サイト

http://www.microsoft.com/japan/msdn/vstudio/
· セッション資料のダウンロードおよびストリーミング
http://www.microsoft.com/japan/msdn/vstudio/2010/readyday/（4 月 27 日開始）

· お得な買い方 MSDN Subscription のご紹介
http://www.microsoft.com/japan/msdn/vstudio/subscriptions/ 

· Silverlight 4
http://www.microsoft.com/japan/silverlight/ 

· Expression Studio

http://www.microsoft.com/japan/expression/
· Windows Azure
http://www.microsoft.com/japan/windowsazure/ 
イベント基本情報
URL：http://www.microsoft.com/japan/msdn/vstudio/2010/readyday/
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次期バージョンの統合開発環境 Microsoft Visual Studio 2010 の正式リリースが近づいています。Visual Studio 2010 は、既存資産を最大限に活用しつつ、Windows 7、Windows Server 2008 R2 や Microsoft Office 2010、Windows Azure などの最新プラットフォームやマルチコア コンピューティングなど進化するハードウェア対応のアプリケーションを構築するための最良の開発環境を提供します。また、より高品質なアプリケーションを開発するために、テスト機能の充実、設計機能の強化など、アプリケーション ライフサイクル管理全般をカバーすべく、開発環境自身を大幅に強化しております。
今回のイベントでは、マイクロソフト米国本社より Visual Studio 開発環境開発部門の General Manager である Matt Carter によるキーノートを皮切りに、Visual Studio 2010 が提供する数多くの魅力を紹介します。 
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開催日

2010 年 4 月 13 日 (火)

時間

9:30 開場 10:00 開演 (18:10 終了)

定員

500 名

会場

東京ミッドタウンホール ホール A
(ミッドタウン・イースト B1F)

所在地住所

東京都港区赤坂 9-7-2
日比谷線/六本木駅・徒歩 1 分
(コンコースにて直結) 
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	9:30 ～ 10:00
	受付開始

	10:00 ～ 11: 45
	[キーノート セッション]
Life Runs on Code (同時通訳付き)
(邦題: 未来はコードで創られていく。) 

Matt Carter
DIRECTOR, Developer Platform & Tools Division , Microsoft Corporation.
マイクロソフト コーポレーション マット カーター

セッション概要

技術は、私たちを取り巻く世界を変化させています。これは技術革新は開発者の創作物の上に成り立っているということの表れです。この基調講演では、Visual Studio2010 がどのように、最新の技術を活用し、より多くの時間をデバッグではなくコーディングに費やし、開発プロジェクト推進する仲間とのより良いコラボレーションの実現の手助けをするのかを紹介します。

	11:45 ～ 13:00
	休憩: 1 時間 15 分

	 
	トラック A
	トラック B

	13:00 ～ 14:10
	"4" 時代の次世代 Web 開発 

井上 章
デベロッパー & プラットフォーム統括本部 エバンジェリスト

Visual Studio 2010 と共に Web 開発が大きく変わろうとしています。新しい開発フレームワークとして加わった ASP.NET MVC や ASP.NET Ajax Library を活用することで、イントラネットだけではなくインターネット向け Web アプリケーションにおいても柔軟に対応できるような数多くの強化がおこなわれています。さらに ASP.NET 全般においては、パフォーマンス向上や Web 標準への対応のためのさまざまな強化がおこなわれていることも大きなポイントです。
本セッションでは、ASP.NET 4 & .NET Framework 4 & Visual Studio 2010 を中心とした次世代の Web 開発の魅力をお伝えいたします。
	現場力を高める開発インフラ - Team Foundation Server 2010 Quick Start 

長沢 智治
デベロッパー & プラットフォーム統括本部 エバンジェリスト

進化した Visual Studio 2010 を用いることで開発者の生産性は飛躍的に向上することでしょう。しかし、さらに生産性を高めるためにはチームコラボレーションが不可欠です。このセッションでは、アジリティを高め、最高の現場力を発揮するために最適な Team Foundation Server 2010 をご紹介します。Visual Studio 2010 の真のパワーは Team Foundation Server との連携にありです。

	14:10 ～ 14:20
	休憩

	14:20 ～ 15:30
	Windowsアプリケーション開発
『"7" 時代の次世代 Windows 開発 』 

荒井 省三
デベロッパー & プラットフォーム統括本部 エバンジェリスト

Visual Studio 2010 と .NET Framework を用いることで、柔軟なアプリケーションを開発することができます。Windows 7 の機能そのものも使ったアプリケーションを容易に開発することができます。さらに、アプリケーション開発を容易にする様々な強化が行われています。本セッションでは、Windows 7 の機能を使ったアプリケーション構築の容易さと、ビジネスアプリケーション向けの構築を容易にする機能などを紹介します。.NET Framework 4 と Visual Studio 2010 で圧倒的に向上した開発生産性を Windows アプリケーション開発という側面からご紹介します。
	Visual Studio 2010 で革新するアプリケーションテスト 

田中 達彦
デベロッパー&プラットフォーム統括本部 エクゼクティブ プロダクト マネージャ

Visual Studio 2010 の大きな特長の 1 つに、限られたプロジェクト リソースの中でも高い品質を確保できるという特長があります。プロジェクトの大小に関わらず、アプリケーション開発において品質の向上は永遠の課題です。Visual Studio 2010 はテスト機能を大幅に強化しており、人的リソースを新たに投入することなく品質を向上させることができます。本セッションでは、Visual Studio 2010 が革新する新たな品質向上のための世界をご覧いただきます。

	15:30 ～ 15:40
	休憩

	15:40 ～ 16:50
	Silverlight 4 データ駆動アプリケーション開発概要 

小高 太郎
デベロッパー&プラットフォーム統括本部 デベロッパー エバンジェリスト

Visual Studio 2010 を用いた Silverlight 4 開発をご紹介します。
Silverlight 4 での新機能紹介に加えて、このセッションで特にフォーカスするのは、Silverlight 4 で業務アプリケーションを作成するにあたり必要なデータ処理です。データバインディングの拡張や、バリデーション機能の充実、WCF RIA Services(旧名:.NET RIA Services) を用いた多層階層アプリケーション開発など、派手な見た目はありませんが、Silverlight でアプリケーションを開発したい方であれば、はじめに必要になる情報をお届けします。
	Office アプリケーション開発の進化 - SharePoint Server 2010/Office 2010 開発 

松崎 剛
デベロッパー&プラットフォーム統括本部 デベロッパー エバンジェリスト

このセッションでは、Visual Studio 2010 を使用した SharePoint Server 2010 開発と Microsoft Office 2010 開発の進化のポイントを説明します。これまで SharePoint の開発を行ったことがない方にもその魅力を理解していただけるよう、SharePoint を使用したビジネスアプリケーション構築の魅力と、SharePoint Server 2010 の進化のポイントを抑え、Visual Studio 2010 で圧倒的に向上した開発生産性の観点と Microsoft Office 2010 による柔軟なクライアント アプリケーション開発をデモをまじえて見ていきます。
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砂金 信一郎
デベロッパー&プラットフォーム統括本部 エバンジェリスト

クラウド化が日本でも本格的に進展する 2010 年、いよいよ開発者がクリエイティブな作業に集中できる時代の到来です。基盤構築やインフラ管理に悩まされることなく、自分のアプリケーションを快適に動かすことができる雲の上の楽園が WindowsAzure です。本セッションでは SQL や AppFabric を含めた Azure プラットフォームの最新情報をお伝えしつつ、現場で役立つ構築や移行 Tips を、デモを交えてご紹介します。最新の統合開発環境と共に、クラウド時代へのスムーズなステップアップを強力にサポートします。
	Visual Studio 2010 & .NET 4 時代の並列プログラミング 

川西 裕幸
デベロッパー&プラットフォーム統括本部 プラットフォーム エバンジェリスト

.NET 4 では並列プログラミングがサポートされ、マルチコア CPU に対応できるスケーラブルな並列プログラミングが可能になりました。本講演では、.NET 4 のタスク並列ライブラリー (並列パターンを適用し、スレッド管理が不要)、新しいスレッドプール (負荷バランスを自動的に調整) を実際にコードを使って解説するとともに、並列プログラムの効率的なデバッグ・最適化を可能にする Visual Studio 2010 の並列デバッガーと並列プロファイラーをデモンストレーションします。


